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(57)【要約】
【課題】　ホールスタッフの作業負担の増大を抑えて、
計数後に回収された遊技媒体を独立した遊技島に円滑に
供給することのできる遊技施設の遊技媒体補給システム
を提供する。
【解決手段】　遊技中に所定条件になると遊技媒体が払
い出されるように構成された複数の遊技機が横並びに配
設される遊技島と、遊技媒体の数量を計測する計数器と
が設置され、遊技島が、遊技媒体を各遊技機に遊技媒体
を補給する遊技媒体補給手段と、複数の遊技媒体を貯留
可能に構成され、遊技媒体供給手段に貯留した遊技媒体
を供給する遊技媒体供給ユニットとを備えた遊技施設の
遊技媒体補給システムであって、計数器から排出される
計測後の遊技媒体を回収して貯留する回収ユニットを備
え、回収ユニットは、走行可能に構成されるとともに、
回収した遊技媒体を前記遊技媒体供給ユニットに供給可
能に構成されたことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体の投入が直接的又は間接的に起因して開始する遊技中に所定条件になると遊技
媒体が払い出されるように構成された複数の遊技機が横並びに配設される遊技島と、前記
遊技機から払い出された遊技媒体の数量を計測する計数器とが設置され、前記遊技島が、
各遊技機に遊技媒体を補給する遊技媒体補給手段と、複数の遊技媒体を貯留可能に構成さ
れ、貯留した遊技媒体を前記遊技媒体補給手段に供給する遊技媒体供給ユニットとを備え
た遊技施設の遊技媒体補給システムであって、前記計数器から排出される計測後の遊技媒
体を回収する回収ユニットを備え、該回収ユニットは、走行可能に構成されるとともに、
回収した遊技媒体を前記遊技媒体供給ユニットに供給可能に構成されたことを特徴とする
遊技施設の遊技媒体補給システム。
【請求項２】
　前記遊技島には、各遊技機に設けられた遊技媒体を貯留するためのバッファタンクから
オーバーフローした遊技媒体を回収する遊技媒体回収手段が設けられ、該遊技媒体回収手
段は、回収した遊技媒体を遊技媒体供給ユニットに供給するように構成されている請求項
１記載の遊技施設の遊技媒体補給システム。
【請求項３】
　前記遊技媒体供給ユニットは、遊技媒体を貯留する貯留タンクと、回収ユニットから供
給される遊技媒体を受け入れる受入ホッパーと、該受入ホッパーに供給された遊技媒体を
搬送して貯留タンクに直接的又は間接的に供給する遊技媒体搬送手段とを備え、前記遊技
媒体回収手段は、前記受入ホッパーに遊技媒体を供給するように構成されている請求項２
記載の遊技施設の遊技媒体補給システム。
【請求項４】
　前記遊技媒体供給ユニットは、遊技媒体を貯留する貯留タンクと、回収ユニットから供
給される遊技媒体を受け入れる受入ホッパーと、該受入ホッパーに供給された遊技媒体を
搬送して貯留タンクに直接的又は間接的に供給する遊技媒体搬送手段とを備え、前記回収
ユニットは、回収した遊技媒体を貯留する回収ホッパーと、該回収ホッパーに貯留された
遊技媒体を前記受入ホッパーに補給するための補給手段とを備えている請求項１乃至３の
何れか１項に記載の遊技施設の遊技媒体補給システム。
【請求項５】
　前記補給手段は、遊技島から電力供給を受けて駆動するコンベアである請求項４記載の
遊技施設の遊技媒体補給システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技媒体の投入が直接的又は間接的に起因して開始する遊技中に所定条件に
なると遊技媒体が払い出されるように構成された複数の遊技機が横並びに配設される遊技
島と、前記遊技機から払い出された遊技媒体の数量を計測する計数器とが設置された遊技
施設の遊技媒体補給システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ店やパチスロ店、ゲームセンター等の遊技施設は、遊技媒体の投入で開始した
遊技中に所定条件になると遊技媒体が払い出されるように構成された複数の遊技機が横並
びに配設された遊技島が設置されており、遊技機から払い出された遊技媒体の数量に応じ
て景品と交換する遊技システムが確立されている。これに伴い、遊技施設には、前記遊技
島に加え、遊技機から払い出された遊技媒体の数量を計測する計数器が設置されている。
【０００３】
　前記遊技島は、各遊技機に遊技媒体を補給する遊技媒体補給手段と、複数の遊技媒体を
貯留可能に構成され、貯留した遊技媒体を前記遊技媒体補給手段に供給する遊技媒体供給
ユニットとを備えている。これにより、遊技者による遊技に伴って遊技機から遊技媒体が
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不足なく払い出されるようになっている。
【０００４】
　ところで、遊技機からの遊技媒体の払い出しが多い場合、遊技媒体供給ユニットの遊技
媒体が不足するため、遊技施設のホールスタッフが、計数後に回収された遊技媒体を持ち
運び可能なサイズの容器に入れて遊技媒体供給ユニットにまで運搬し、該遊技媒体を遊技
媒体供給ユニットに補給するようにしている。すなわち、前記遊技媒体には金属製のパチ
ンコ玉やコインが採用されることから、大量の遊技媒体を持ち運ぶことができないため、
ホールスタッフが持ち運びできるサイズ（遊技媒体を収容した状態で持ち運びできる重さ
になるサイズ）の容器に遊技媒体を入れて遊技媒体供給ユニットまで運んだ後に、その遊
技媒体を遊技媒体供給ユニットに補給するようにしている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の如く、ホールスタッフが持ち運ぶことのできる遊技媒体の数量に
限界があるため、遊技媒体供給ユニットに対して遊技媒体を一度で補充しきれない場合が
あり、複数回に亘って遊技媒体を補給する作業を行わなければならないことがある。
【０００６】
　また、近年、遊技媒体の計数を不正に操作して、高価値な景品と交換しようとする不正
者（いわゆる、ゴト師）の存在が問題になっていることから、遊技施設では、計数器の設
置数を減らし、計数器をホールスタッフの監視し易い場所（一般的には、遊技媒体を景品
に交換するカウンターや、複数の遊技島が設置される場合には、ホールスタッフの所定の
待機位置近傍にある特定の遊技島に隣接した場所）に設置して遊技媒体の計数の不正を未
然に防止する傾向にある。
【０００７】
　そのため、計数された遊技媒体が一極集中的に回収されることになり、このように回収
された遊技媒体を独立した遊技島の遊技媒体供給ユニットに供給するのに不便である。特
に、広範囲に亘って複数の遊技島が設置されている遊技施設においては、遊技媒体の運搬
に伴うホールスタッフの作業負担が大きくなるといった問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、ホールスタッフの作業負担の増大を抑えて、計数後に回収された遊
技媒体を独立した遊技島に円滑に補給することのできる遊技施設の遊技媒体補給システム
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記遊技施設の遊技媒体補給システムは、遊技媒体の投入が直接的又は間接的に起因し
て開始する遊技中に所定条件になると遊技媒体が払い出されるように構成された複数の遊
技機が横並びに配設される遊技島と、前記遊技機から払い出された遊技媒体の数量を計測
する計数器とが設置され、前記遊技島が、各遊技機に遊技媒体を補給する遊技媒体補給手
段と、複数の遊技媒体を貯留可能に構成され、貯留した遊技媒体を前記遊技媒体補給手段
に供給する遊技媒体供給ユニットとを備えた遊技施設の遊技媒体補給システムであって、
前記計数器から排出される計測後の遊技媒体を回収する回収ユニットを備え、該回収ユニ
ットは、走行可能に構成されるとともに、回収した遊技媒体を前記遊技媒体供給ユニット
に供給可能に構成されたことを特徴とする。
【００１０】
　上記構成の遊技施設の遊技媒体補給システムによれば、計数器から排出される計測後の
遊技媒体を回収する回収ユニットを備え、該回収ユニットは、走行可能に構成されるとと
もに、回収した遊技媒体を遊技媒体供給ユニットに供給可能に構成されているので、計数
器と遊技島とが離れて設置されていても、ホールスタッフの作業負担を増大させることな
く、回収ユニット（計数後に回収した大量の遊技媒体）を円滑に運搬することができる。
そして、回収ユニットから遊技媒体供給ユニットに遊技媒体を供給することで、不足した
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遊技媒体を補給することができる。
【００１１】
　本発明の一態様として、前記遊技島には、各遊技機に設けられた遊技媒体を貯留するた
めのバッファタンクからオーバーフローした遊技媒体を回収する遊技媒体回収手段が設け
られ、該遊技媒体回収手段は、回収した遊技媒体を遊技媒体供給ユニットに供給するよう
に構成されていることが好ましい。このようにすれば、遊技機のバッファタンクからオー
バーフローした遊技媒体についても遊技媒体供給ユニットに補給することができる。
【００１２】
　この場合、前記遊技媒体供給ユニットは、遊技媒体を貯留する貯留タンクと、回収ユニ
ットから供給される遊技媒体を受け入れる受入ホッパーと、該受入ホッパーに供給された
遊技媒体を搬送して貯留タンクに直接的又は間接的に供給する遊技媒体搬送手段とを備え
、前記遊技媒体回収手段は、前記受入ホッパーに遊技媒体を供給するように構成されても
よい。このようにすれば、回収ユニットからの遊技媒体と、遊技媒体回収手段からの遊技
媒体を単一の遊技媒体搬送手段によって搬送し、また、単一の貯留タンクに貯留すること
ができ、遊技媒体供給ユニットのコンパクト化を図ることができる。
【００１３】
　そして、本発明の他態様として、前記遊技媒体供給ユニットは、遊技媒体を貯留する貯
留タンクと、回収ユニットから供給される遊技媒体を受け入れる受入ホッパーと、該受入
ホッパーに供給された遊技媒体を搬送して貯留タンクに直接的又は間接的に供給する遊技
媒体搬送手段とを備え、前記回収ユニットは、回収した遊技媒体を貯留する回収ホッパー
と、該回収ホッパーに貯留された遊技媒体を前記受入ホッパーに補給するための補給手段
とを備えてもよい。このようにすれば、遊技媒体供給ユニットの受入ホッパーに対して走
行させてきた回収ユニットの補給手段を対応させるように配置にすることで、補給手段を
介して回収ホッパー内の遊技媒体を受入ホッパーに供給でき、その遊技媒体を遊技媒体搬
送手段によって貯留タンクに補給することができる。
【００１４】
　この場合、前記補給手段は、遊技島から電力供給を受けて駆動するコンベアであること
が好ましい。このようにすれば、走行可能な回収ユニット自体に独立した電源等を設けな
くても、コンベアを駆動することができる。そして、コンベアの駆動により、回収した遊
技媒体を強制的に遊技媒体供給ユニットの受入ホッパーに供給することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る遊技施設の遊技媒体補給システムによれば、ホールスタッフの作業負担の
増大を抑えて、計数後に回収された遊技媒体を独立した遊技島に円滑に補給することがで
きるという優れた効果を奏し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施形態に係る遊技施設の遊技媒体補給システムについて、添付図面
を参照しつつ説明する。まず、前提となる遊技施設について説明すると、図１及び図２に
示す如く、かかる遊技施設は、遊技媒体の投入に直接的又は間接的に起因して開始する遊
技中に所定条件になると遊技媒体が払い出されるように構成された複数の遊技機Ｍ…が横
並びに配設される遊技島１ａ，１ｂ…と、前記遊技機Ｍ…から払い出された遊技媒体の数
量を計測する計数器２と、該計数器２から排出される計測後の遊技媒体を回収する回収ユ
ニット３とを備えている。
【００１７】
　前記遊技機Ｍ…としては、パチンコ機やスロットマシン等を採用することができ、本実
施形態においてはスロットマシンが採用されている。ここでスロットマシンＭの構成につ
いて概略説明すると、スロットマシンＭは、図３に示す如く、遊技者が遊技媒体（本実施
形態においてはメダル）を投入する遊技媒体投入口Ｍｉと、遊技媒体が投入されたことを
前提に、遊技を開始させるレバーＭＬと、該レバーＭＬの操作で複数の図柄が変動する図
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柄表示部ＭＣと、図柄表示部ＭＣの図柄の変動を停止させるためのストップボタンＭＢと
、該ストップボタンＭＢの操作によって停止した図柄の組み合わせが所定の組み合わせに
なったとき（入賞したとき）に、所定数量の遊技媒体が払い出される遊技媒体払出口ＭＤ
とを備えている。そして、スロットマシンＭの内部には、複数の遊技媒体を貯留するバッ
ファタンクＢＴが設けられている。該バッファタンクＢＴは、遊技媒体投入口Ｍｉから投
入された遊技媒体を収容可能に構成されるとともに、遊技媒体を所定数量ずつ切り出すた
めの払出装置（図示しない）を介して内部が遊技媒体払出口ＭＤに繋がっている。これに
より、入賞時にバッファタンクＢＴから所定数量の遊技媒体が遊技媒体払出口ＭＤから払
い出されるようになっている。
【００１８】
　そして、該バッファタンクＢＴには、遊技媒体の残量を検知する検知センサ（図示しな
い）が設けられており、遊技媒体が所定量よりも少なくなると、該検知センサの検知結果
に基づいて後述する遊技媒体供給手段１０（供給コンベア）から遊技媒体が供給されるよ
うになっている。また、該バッファタンクＢＴは、貯留許容量を超えてオーバーフローし
た（溢れ出た）遊技媒体を後述する遊技媒体回収手段１２（回収コンベア１２５）に排出
できるようになっている。
【００１９】
　図４乃至図６に示す如く、遊技機Ｍ…（本実施形態においては、上記構成のスロットマ
シンＭ）が複数配設された遊技島１ａ，１ｂ…は、一般的に複数設けられており、各遊技
島１ａ，１ｂ…は、遊技媒体を各遊技機Ｍ…に供給する遊技媒体供給手段１０と、複数の
遊技媒体を貯留可能に構成され、貯留した遊技媒体を遊技媒体供給手段１０に遊技媒体を
供給する遊技媒体供給ユニット１１とを備えている。また、本実施形態において、各遊技
島１ａ，１ｂ…は、各遊技機Ｍ…に設けられた遊技媒体を貯留するためのバッファタンク
ＢＴからオーバーフローした遊技媒体を回収する遊技媒体回収手段１２を備えている。
【００２０】
　前記遊技媒体供給手段１０は、図４及び図６に示す如く、横並びに配設された複数の遊
技機Ｍ…の背面側に設置され、遊技機Ｍ…の並列方向の延びる供給コンベア１２０と、該
供給コンベア１２０で搬送されてくる遊技媒体を遊技機Ｍ…のバッファタンクＢＴに導く
べく、各遊技機Ｍ…に対応して配設された複数の経路切替手段１２１…とを備えている。
【００２１】
　前記供給コンベア１２０は、一般的なベルトコンベアで、一端側が遊技媒体供給ユニッ
ト１１内（第二搬送手段１０４の排出口に接続された案内手段１２２（図７参照）の下方
）に位置し、他端側が遊技機Ｍ…の横並び方向の最も他端側にある遊技機Ｍ…を越えた位
置にまで延びている。そして、該供給コンベア１２０は、遊技島１ａ，１ｂ…の一端側か
ら他端側に向けて遊技媒体を搬送するようにベルトＢ１を回転駆動するようになっており
、他端に到達した遊技媒体を遊技媒体回収手段１２（回収コンベア１２５）に供給できる
ように配置されている。
【００２２】
　各経路切替手段１２１…は、供給コンベア１２０のベルトＢ１上に出退する移動体１２
３と、該移動体１２３を出退させるアクチュエータ１２４とで構成されている。該経路切
替手段１２１…は、移動体１２３が供給コンベア１２０のベルトＢ１上に突出することで
、ベルトＢ１の遊技媒体が移動体１２３に案内されて対応する遊技機Ｍ…のバッファタン
クＢＴに補給されるようになっている。なお、該経路切替手段１２１…は、各遊技機Ｍ…
のバッファタンクＢＴに設けられた前記検知センサの検知結果、すなわち、残量が所定量
以下であると検知したときに移動体１２３をベルト上に突出させ、バッファタンクＢＴに
遊技媒体を補給するようになっている。
【００２３】
　なお、遊技島１ａ，１ｂ…は、図４及び図５に示す如く、遊技施設（ホール）の壁Ｗに
沿って設けられるものと、独立して設けられるものとがあり、壁Ｗに沿って設けられる遊
技島１ａは、複数の遊技機Ｍ…が壁面に沿って一列に配設され、独立した遊技島１ｂ…は
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、複数の遊技機Ｍ…を横並びにした列が二列設けられ、各列の遊技機Ｍ…が互いの背を向
かい合わせにして配設されるのが一般的である。これに伴って、前記遊技媒体供給手段１
０は、壁Ｗに沿って設けられる遊技島１ａ，１ｂ…の場合には、壁Ｗと遊技島１ａ，１ｂ
…との間に配置され、独立した遊技島１ａ，１ｂ…の場合には、二列をなす遊技機Ｍ…間
に配置される。
【００２４】
　前記遊技媒体供給ユニット１１は、図７（ａ）及び図７（ｂ）に示す如く、複数の遊技
媒体を貯留する貯留タンク１００と、該貯留タンク１００に供給する遊技媒体が投入され
る受入ホッパー１０１と、該受入ホッパー１０１に供給された遊技媒体を搬送し、貯留タ
ンク１００に直接的又は間接的に供給する遊技媒体搬送手段（以下、第一搬送手段という
）１０２とを備えている。さらに、本実施形態に係る遊技媒体供給ユニット１１は、遊技
媒体（遊技媒体）を洗浄する洗浄ユニット１０３と、貯留タンク１００（後述する第一タ
ンク部１００ａ）内の遊技媒体を遊技媒体供給手段１０に供給する第二搬送手段１０４と
を備えている。
【００２５】
　前記貯留タンク１００は、上部が開放した箱状に形成され、内部に貯留した遊技媒体を
排出する切出機構１０５，１０７が下部に設けられている。そして、該貯留タンク１００
は、内部を左右二つに区分する間仕切りＡが設けられており、その間仕切りＡを境にした
一方側に洗浄ユニット１０３で洗浄された遊技媒体を貯留する第一タンク部１００ａが形
成され、他方側に未洗浄の遊技媒体を貯留する第二タンク部１００ｂが形成されている。
【００２６】
　本実施形態に係る貯留タンク１００は、前記第一タンク部１００ａ及び第二タンク部１
００ｂのそれぞれの下部に、前記切出機構１０５，１０７が設けられており、第一タンク
部１００ａ及び第二タンク部１００ｂのそれぞれから遊技媒体を排出できるようになって
いる。より具体的に説明すると、第一タンク部１００ａの下部には、第二搬送手段１０４
に遊技媒体を供給すべく、第一タンク部１００ａ内の遊技媒体を所定量ずつ切り出す切出
機構（以下、第一切出機構という）１０５と、貯留した遊技媒体が所定量以上になったと
きに受入ホッパー１０１に向けて遊技媒体を排出する排出機構１０６とがそれぞれ独立し
て設けられている。これに対し、第二タンク部１００ｂの下部には、該第二タンク部１０
０ｂに貯留した未洗浄の遊技媒体を受入ホッパー１０１に向けて排出する（第一搬送手段
１０２に供給する）べく、第二タンク部１００ｂ内の遊技媒体を所定量ずつ切り出す切出
機構（以下、第二切出機構という）１０７が設けられている。なお、該遊技媒体供給ユニ
ット１１は、貯留タンク１００内の遊技媒体が所定量にまで減ると、遊技媒体を補給する
旨の警告を告知する告知手段（図示しない）が設けられている。この告知手段には、例え
ば、パトライトや、ランプ、液晶ディスプレイなど種々のものを採用することができる。
【００２７】
　前記受入ホッパー１０１は、一対の側壁板１０８ａ，１０８ｂと、該一対の側壁板１０
８ａ，１０８ｂ同士を接続し、内部空間が下方に向かうにつれて縮小するように傾斜した
傾斜板１０８ｃとで構成され、上部が開放して遊技媒体の投入される投入口１０９が形成
されるとともに、一側面（一対の側壁板１０８ａ，１０８ｂ間）が開放し、投入された遊
技媒体を排出（遊技媒体搬送手段１０２に供給）する排出口（図示しない）が形成されて
いる。かかる受入ホッパー１０１は、排出口が第一搬送手段１０２の後述する受入口（図
示なし）に繋がっており、傾斜板１０８ｃの傾斜によって下方側に移動する（下方側に集
まる）遊技媒体が排出口を介して第一搬送手段１０２に供給できるようになっている。そ
して、本実施形態において、受入ホッパー１０１は、投入口１０９（開口幅）が回収ユニ
ット３の後述するベルトコンベア（補給手段）３１の幅よりも大きく形成されており、回
収ユニット３のベルトコンベア３１で搬送されてくる遊技媒体を受け入れることができる
ようになっている。
【００２８】
　前記第一搬送手段１０２は、遊技媒体を略鉛直方向上方に向けて運搬するリフターであ
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る。具体的には、本実施形態に係る第一搬送手段１０２は、軸心が鉛直方向に延びるよう
に起立状態で配置された筒状のケーシング１１１と、該ケーシング１１１内で遊技媒体を
搬送する（本実施形態においては、上方に向けて搬送する）搬送機構（図示しない）とを
備えている。前記ケーシング１１１は、下端部に前記受入口が形成されており、前記受入
ホッパー１０１が連設されている。また、該ケーシング１１１の上端部には、搬送機構に
よって搬送されてきた遊技媒体が排出される排出口１１２が形成されている。該排出口１
１２には、排出された遊技媒体を洗浄ユニット１０３に導くための案内手段１１３が設け
られている。前記搬送機構には、種々のものを採用することができ、例えば、ケーシング
１１１の上下に配設された一対の回転軸に掛け渡された無端環状のベルト体に対し、遊技
媒体を係止させる係止片が周方向の間隔をおいて複数設けられたもの等を採用することが
できる。このよう無端環状のベルト体に複数の係止片を設ける場合、係止片の先端とケー
シング１１１の内周面との間から係止した遊技媒体が落下しないように、係止片とケーシ
ング１１１の内周面との間隔は小さくしていることが好ましい。このようにすれば、受入
ホッパー１０１から供給される遊技媒体が係止片上に載った状態で、ベルト体が回転する
ことで遊技媒体を排出口１１２にまで搬送することができる。
【００２９】
　前記洗浄ユニット１０３には、種々のものを採用できる。図示しないが、本実施形態で
は遊技媒体がコインであるところ、第一搬送手段１０２及び案内手段１１３を介して供給
されるコインを整列させる整列機構（図示しない）や、コインの両面を洗浄液で洗浄する
洗浄装置（図示しない）、紫外線を照射して殺菌する殺菌装置（図示しない）等が設けら
れている。なお、該洗浄ユニット１０３は、案内手段１１３から供給されるコインの枚数
が整列させることのできる許容枚数を超えた場合、その許容枚数を超えて余分なコインを
貯留タンク１００（第二タンク部１００ｂ）に戻すためのバイパスＢを備えている。すな
わち、該洗浄ユニット１０３は、遊技媒体の過剰供給でオーバーフローした未洗浄の遊技
媒体を第二タンク部１００ｂに戻すように構成されている。
【００３０】
　そして、該洗浄ユニット１０３は、貯留タンク１００の上方に配置され、洗浄後の遊技
媒体を貯留タンク１００（第一タンク部１００ａ）に補給するようになっている。
【００３１】
　前記第二搬送手段１０４は、前記第一搬送手段１０２と同様の構成で、第一切出機構１
０５から切り出された遊技媒体を受けるホッパー１１７を下部に備え、該ホッパー１１７
に供給された遊技媒体を上方に向けて搬送し、遊技媒体供給手段１０（後述する供給コン
ベア１２０）に供給するように構成されている。
【００３２】
　上記構成の遊技媒体供給ユニット１１は、複数の遊技機Ｍ…が横並びに配設された遊技
島１ａ，１ｂ…の一端（遊技機Ｍ…の横並び方向の一端）側に隣接して設置されている（
図１及び図２参照）。本実施形態に係る遊技媒体供給ユニット１１は、遊技媒体供給ユニ
ット１１を構成する各構成が筐体からなるカバーＣにより覆われている。
【００３３】
　前記遊技媒体回収手段１２は、図５及び図６に示す如く、横並びに配設された複数の遊
技機Ｍ…の背面側に設置され、遊技機Ｍ…の並列方向の延びる回収コンベア１２５を備え
ている。
【００３４】
　前記回収コンベア１２５は、一般的なベルトコンベアで構成されている。該回収コンベ
ア１２５は、一端側が遊技媒体供給ユニット１１内（受入ホッパー１０１の上方）に位置
し、他端側が遊技機Ｍ…の横並び方向の最も他端側にある遊技機Ｍ…を越えた位置にまで
延び、前記供給コンベア１２０の下方に配置されている。これにより、該回収コンベア１
２５は、遊技機Ｍ…に補給されなかった遊技媒体（供給コンベア１２０による搬送で遊技
島１ａ，１ｂ…の端（他端）にまで到達して脱落した遊技媒体）を受け止めることができ
るようになっている。該回収コンベア１２５は、供給コンベア１２０とは逆に遊技島１ａ
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，１ｂ…の他端側から一端側（遊技媒体供給ユニット１１側）に向けて遊技媒体を搬送す
るようにベルトＢ２を回転駆動するようになっている。
【００３５】
　また、本実施形態に係る遊技媒体回収手段１２は、図７（ｂ）に示す如く、回収コンベ
ア１２５によって搬送されてきた遊技媒体を受入ホッパー１０１に案内するガイド体１２
６を備えている。該ガイド体１２６は、回収コンベア１２５の下方から受入ホッパー１０
１の上方にまで延びており、受入ホッパー１０１側が先下りに傾斜した傾斜面を備えてい
る。これにより、回収コンベア１２５の一端から脱落した遊技媒体は、ガイド体１２６の
傾斜面上を滑って受入ホッパー１０１に供給されるようになっている。
【００３６】
　前記計数器２は、図８及び図９に示す如く、上方から投入した大量の遊技媒体の数量を
カウント（計測）しつつ下方に排出するように構成されている。そして、該計数器２は、
計数器台２００に載せられ、該計数器２の下方に前記回収ユニット３を収容するスペース
が確保されている。すなわち、計数器台２００は、側面のうちの何れか一面に開閉可能な
扉Ｄが設けられており、回収ユニット３を内部に収容できるようになっている。なお、計
数器２は、単独で配置される場合（図８（ａ）、図９（ａ））と、二台以上が並設される
場合（図８（ｂ）、図９（ｂ））とがあり、前記計数器台２００は、その設置される計数
器２の数に対応したサイズに設定される。
【００３７】
　前記計数器台２００の天板（計数器２の載置される天板）には、計数器２から排出され
た遊技媒体を通過させるための開口２０１が形成され、該開口と内穴を連通させるガイド
筒２０２が天板の下面に垂設されている。これにより、計数器２で計数された遊技媒体は
、計数器台２００の開口２０１及びガイド筒２０２を介して回収ユニット３（後述する回
収ホッパー３０）に回収されるようになっている。
【００３８】
　図１及び図２に示した遊技施設では、計数器２は、複数の遊技島１ａ，１ｂの何れにも
隣接させることなく独立して配置されているが、例えば、図１０に示す如く、複数設置さ
れた遊技島１ａ，１ｂ…のうちの特定の遊技島１ａの遊技媒体供給ユニット１１に隣接し
て計数器２が設置される場合もある。このように遊技媒体供給ユニット１１に計数器２が
隣接して設置される場合には、前記計数器台２００は、遊技媒体供給ユニット１１を覆う
カバーＣと内部を連通させた状態で設置され、内部に収容した回収ユニット３の後述する
補給手段３１が遊技媒体供給ユニット１１の受入ホッパー１０１に対応した配置になり、
遊技媒体を供給できる状態になるようになっている。これに対し、計数器２が設置されな
い遊技島１ａ，１ｂ…は、図１１に示す如く、計数器台２００が連設されることなく箱状
のカバーＣに遊技媒体供給ユニット１１が内装されている。そして、この場合のカバーＣ
は、遊技媒体供給ユニット１１の受入ホッパー１０１の配置に対応する位置に、開閉可能
な小扉ＤＳが設けられており、該小扉ＤＳを開くことで回収ユニット３の補給手段３１を
介して受入ホッパー１０１に遊技媒体を供給できるようになっている。なお、図１１に示
すカバーＣは、メンテナンス等を考慮して前面が開閉可能な扉Ｄ’になっており、該扉Ｄ
’に前記小扉ＤＳが設けられている。
【００３９】
　前記回収ユニット３は、図１２（ａ）及び図１２（ｂ）に示す如く、走行可能に構成さ
れるとともに、前記遊技媒体供給ユニット１１（受入ホッパー１０１）に遊技媒体を供給
可能に構成されている。本実施形態に係る回収ユニット３は、回収した遊技媒体を貯留す
る回収ホッパー３０と、該回収ホッパー３０に貯留した遊技媒体を前記受入ホッパー１０
１に供給するための補給手段３１とを備えている。
【００４０】
　前記回収ホッパー３０は、上部に遊技媒体を受け入れる回収口３００が形成される一方
で下部に遊技媒体を排出する排出口３０１が形成されており、排出口３０１を画定した下
端から上方に向けて内部空間が拡大するように形成されている。具体的に説明すると、本
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実施形態に係る回収ホッパー３０は、上面が開放して前記回収口３００の形成された周壁
３０２と、周壁３０２の内周面の全周に亘って一端（上端）側が接続されるとともに他端
（下端）側に向けて縮小し、該下端に前記排出口３０１の形成された縮小壁部３０３とを
備えている。これにより、回収ホッパー３０は、前記周壁３０２及び縮小壁部３０３によ
って画定した内部空間に回収した遊技媒体を貯留できるとともに該遊技媒体を排出口３０
１から排出できるようになっている。
【００４１】
　本実施形態において、前記周壁３０２は断面角筒形状に形成されている。すなわち、周
壁３０２は、平面視矩形状の壁板３０２ａ，３０２ｂ，３０２ｃ，３０２ｄを四つ接続す
ることで、横断面が無端角形環状をなすように形成されている。そして、四つの壁板３０
２ａ，３０２ｂ，３０２ｃ，３０２ｄのうちの何れか一つには、補給手段３１としてのコ
ンベアを内外に亘って配設するための開口３０４が形成されている。
【００４２】
　前記縮小壁部３０３は、各壁板３０２ａ，３０２ｂ，３０２ｃ，３０２ｄの内面に一端
側から他端側に向けて下り傾斜した傾斜板３０３ａ，３０３ｂ，３０３ｃ，３０３ｄが接
続されるとともにその四つの傾斜板３０３ａ，３０３ｂ，３０３ｃ，３０３ｄ同士を接続
すること形成されている。これにより、縮小壁部３０３は、各傾斜板３０３ａ，３０３ｂ
，３０３ｃ，３０３ｄの先端が連続して前記排出口３０１が画定されるとともに、内寸法
が下方に向かうにつれて縮小するように形成されている。
【００４３】
　そして、該縮小壁部３０３は、排出口３０１の下方に補給手段３１としての後述するコ
ンベアを配置できるように、下端（排出口３０１）が周壁３０２の下端よりも所定距離上
方に位置するように設けられている。
【００４４】
　そして、上記構成の回収ホッパー３０は、下部にキャスター３０５…が設けられている
。具体的には、該回収ホッパー３０は、周壁３０２の下端部にフレーム（採番しない）が
取り付けられており、該フレームにキャスター３０５…が取り付けられている。本実施形
態においては、上述の如く、回収ホッパー３０（周壁３０２）が横断面角形に形成されて
いるので、回収ホッパー３０における下部の四隅部分のそれぞれに対してキャスター３０
５…が設けられている。また、周壁３０２を構成する何れかの壁板３０２ａ，３０２ｂ，
３０２ｃ，３０２ｄ（本実施形態においては、開口３０４の形成された壁板３０２ａと対
向する壁板３０２ｂに沿うように、棒状のハンドルＨが取り付けられている。
【００４５】
　前記補給手段３１には、スクリューコンベアやベルトコンベア等のコンベアを採用する
ことができ、本実施形態においては、小型のベルトコンベアが採用されている。該ベルト
コンベア３１は、間隔をおいて配設される一対の軸（採番しない）にベルト（採番しない
）を掛け渡したもので、本実施形態においては、ベルト表面に対し該ベルトの回転方向と
直交又は交差方向に延びる凸条の桟（図示しない）が、ベルトの回転方向に間隔をおいて
複数設けられている。すなわち、本実施形態に係る補給手段３１には、桟付きベルトコン
ベアが採用されている。
【００４６】
　該補給手段（ベルトコンベア）３１は、駆動モータ（図示しない）によって駆動される
ようになっており、本実施形態においては、遊技島１ａ，１ｂ…に設けられた電源から電
力供給を受けるようになっている。すなわち、該回収ユニット３は、補給手段３１を駆動
させるための電源コネクタ（図示しない）を備えており、遊技島１ａ，１ｂ…に設けられ
たコネクタ（図示しない）に前記電源コネクタを接続することで、補給手段３１を作動さ
せるように構成されている。
【００４７】
　該補給手段であるベルトコンベア３１は、一端側が回収ホッパー３０の下方（排出口３
０１）の下方に位置し、他方側ほど上り傾斜するように設けられている。そして、該ベル
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トコンベア３１は、周壁３０２（壁板３０２ａ）に設けられた開口３０４を介して他端側
が外部に延出するように設けられている。該ベルトコンベア３１は、他端側が遊技媒体供
給ユニット１１の受入ホッパー１０１の投入口１０９の高さよりも高い位置になるように
設けられている。すなわち、該ベルトコンベア３１は、搬送した遊技媒体を受入ホッパー
１０１に投入できるように配置されている。なお、回収ホッパー３０の排出口３０１とベ
ルトコンベア３１との間から遊技媒体が零れ出ないように、該回収ユニット３は、ベルト
コンベア３１の一端側及び排出口３０１を囲むカバー（例えば、コの字状又はＵ字状のカ
バー）３０６が設けられている。
【００４８】
　次に、本実施形態に係る遊技媒体補給システムの作動について説明する。遊技者が遊技
島１ａ，１ｂ…に設置された何れかの遊技機Ｍ…で遊技を行う場合、図３に示す如く、遊
技者が遊技媒体投入口Ｍｉから所定数量（通常、１～３枚）の遊技媒体を投入すると、該
遊技媒体は、バッファタンクＢＴに貯留される。そして、その遊技媒体の投入に起因して
レバーＭＬの操作が有効な状態になり、遊技者がレバーＭＬを操作すると図柄表示部ＭＣ
の図柄変動が開始し、ストップボタンＭＢの操作で図柄変動が停止する。このとき、図柄
表示部ＭＣの図柄の組み合わせが所定の組み合わせになると、バッファタンクＢＴ内の遊
技媒体が所定数量、遊技媒体払出口ＭＤから払い出されることになる。このように、遊技
を継続的に行うことでバッファタンクＢＴ内の遊技媒体が払い出され続けると、バッファ
タンクＢＴ内の遊技媒体が消費されていくことになる。そして、バッファタンクＢＴ内の
遊技媒体が所定量になると、図４及び図６に示す如く、遊技媒体供給手段１０によって対
応する遊技機Ｍ…（バッファタンクＢＴ）に遊技媒体が補給されることになる。すなわち
、遊技媒体の残量の少ない遊技機Ｍ…に対応する経路切替手段１２１が作動し、供給コン
ベア１２０によって搬送されてきた遊技媒体が該遊技機Ｍ…のバッファタンクＢＴに補給
されることになる。
【００４９】
　その一方で、図柄表示部ＭＣの図柄の組み合わせが所定の組み合わせにならない場合、
上述の如く、遊技媒体が投入されるにも拘わらず、バッファタンクＢＴの遊技媒体が消費
されないため、バッファタンクＢＴ内の遊技媒体の数量が増大し、やがてバッファタンク
ＢＴ内の遊技媒体がオーバーフローする。そうすると、図５及び図６に示す如く、そのオ
ーバーフローした遊技媒体は遊技媒体回収手段１２（回収コンベア１２５）に誘導される
ことになる。このように回収コンベア１２５に誘導された遊技媒体は、遊技島１ａ，１ｂ
…の一端側に搬送され、受入ホッパー１０１に供給されることになる。
【００５０】
　遊技媒体供給ユニット１１においては、図７（ａ）に示す如く、第二切出機構１０７の
作動により未洗浄の遊技媒体が第二タンク部１００ｂから受入ホッパー１０１に切り出さ
れ（供給され）、該遊技媒体は、第一搬送手段１０２によって洗浄ユニット１０３に搬送
されて洗浄される。この際、第一搬送手段１０２によって搬送されてくる遊技媒体の量が
洗浄ユニット１０３の許容処理量を超えると、その許容処理量を超える分の遊技媒体はバ
イパスＢを介して未洗浄の遊技媒体として第二タンク部１００ｂに戻されることになる。
【００５１】
　そして、洗浄ユニット１０３によって洗浄された遊技媒体は、第一タンク部１００ａに
供給され一旦貯留されることになる。この第一タンク部１００ａに貯留された洗浄後の遊
技媒体は、第一切出機構１０５によって切り出されて第二搬送手段１０４に供給される。
そして、第二搬送手段１０４に供給された遊技媒体は、供給コンベア１２０に供給され、
上述の如く、経路切替手段１２１…の作動によりそれに対応する遊技機Ｍ…に補給される
ことになる。そして、供給コンベア１２０に供給された遊技媒体が何れの遊技機Ｍ…にも
補給されずに遊技島１ａ，１ｂ…（供給コンベア１２０）の他端にまで到達すると、該遊
技媒体は、回収コンベア１２５に乗り移り、上述の如く、受入ホッパー１０１に戻される
ことになる。なお、第一タンク部１００ａに貯留された遊技媒体が貯留許容量よりも多く
なる場合には、排出機構１０６が作動することで、該第一タンク部１００ａ内の遊技媒体
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は再度受入ホッパー１０１に戻されることになる。
【００５２】
　このように、遊技媒体供給ユニット１１、遊技媒体供給手段１０、及び遊技媒体回収手
段１２は、遊技媒体の搬送経路をループ状に形成し、単独の遊技島１ａ，１ｂ…内で遊技
媒体が循環される。また、遊技媒体供給ユニット１１内においても、オーバーフローした
遊技媒体を循環させ、この循環によっても遊技媒体の貯留機能が発揮される。
【００５３】
　そして、上述のように、遊技者の遊技に伴って払い出された遊技媒体は、計数器２によ
って数量が計測されることになる。計数器２によって計数された遊技媒体は、図９（ａ）
及び図９（ｂ）に示す如く、回収ユニット３（回収ホッパー３０）に回収乃至貯留される
ことになる。
【００５４】
　このように、遊技島１ａ，１ｂ…とは独立して配置された計数器２で遊技媒体の数量を
計測し、回収ユニット３に遊技媒体が貯留されると、遊技島１ａ，１ｂ…内で循環させる
はずの遊技媒体が消費されることになる。そして、遊技媒体供給ユニット１１の告知手段
が遊技媒体を補給する必要がある旨を告知すると、遊技施設のホールスタッフは、遊技媒
体の貯留された回収ユニット３を対象となる遊技島１ａ，１ｂ…（遊技媒体供給ユニット
１１）にまで走行させる。なお、このように回収ユニット３を遊技島１ａ，１ｂ…に向け
て走行させると、計数器２で遊技媒体を計数できなくなる（計数された遊技媒体を回収で
きなくなる）ので、遊技施設内には、通常、複数の回収ユニット３が用意されており、回
収ホッパー３０が空の回収ユニット３が計数器２から排出される遊技媒体を回収できるよ
うにセットした上で、遊技島１ａ，１ｂ…（遊技媒体供給ユニット１１）に遊技媒体を補
給すべく、遊技媒体を貯留した回収ユニット３を走行させることになる。
　そして、図１２（ｂ）に示す如く、補給手段３１と遊技媒体供給ユニット１１の受入ホ
ッパー１０１とを対応させるように回収ユニット３を配置するとともに、回収ユニット３
の電源コネクタを遊技島１ａ，１ｂ…のコネクタに接続する。そうすると、回収ホッパー
３０内の遊技媒体は、ベルトコンベア３１を介して受入ホッパー１０１に供給され、不足
した遊技媒体が補給されることになる。このように受入ホッパー１０１の供給された遊技
媒体は、上述の如く、洗浄を経て一旦貯留タンク１００に貯留された後、遊技島１ａ，１
ｂ…内で循環することになる。
【００５５】
　以上のように、本実施形態に係る遊技施設の遊技媒体補給システムによれば、計数器２
から排出される計測後の遊技媒体を回収して貯留する回収ユニット３を備え、該回収ユニ
ット３は、走行可能に構成されるとともに、前記遊技媒体供給ユニット１１に回収した遊
技媒体を供給可能に構成されているので、計数器２と遊技島１ａ，１ｂ…とが離れて設置
されていても、ホールスタッフの作業負担を増大させることなく、回収ユニット３（計数
後に回収した大量の遊技媒体）を円滑に運搬することができる。そして、回収ユニット３
から遊技媒体供給ユニット１１に遊技媒体を供給することで、不足した遊技媒体を補給す
ることができる。
【００５６】
　また、前記遊技島１ａ，１ｂ…には、各遊技機Ｍ…に設けられた遊技媒体を貯留するた
めのバッファタンクＢＴからオーバーフローした遊技媒体を回収する遊技媒体回収手段１
２を備え、該遊技媒体回収手段１２が回収した遊技媒体を遊技媒体供給ユニット１１に供
給するように構成したので、遊技機Ｍ…のバッファタンクＢＴからオーバーフローした遊
技媒体についても遊技媒体供給ユニット１１に補給することができる。
【００５７】
　また、遊技媒体回収手段１２が受入ホッパー１０１に遊技媒体を供給するように構成し
たので、回収ユニット３からの遊技媒体と遊技媒体回収手段１２からの遊技媒体を単一の
遊技媒体搬送手段（第一搬送手段）１０２で搬送し、また、単一の貯留タンク１００に貯
留することができる。これにより、遊技媒体供給ユニット１１のコンパクト化を図ること
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ができる。
【００５８】
　そして、回収ユニット３が、回収した遊技媒体を貯留する回収ホッパー３０と、回収ホ
ッパー３０に貯留された遊技媒体を前記受入ホッパー１０１に補給するための補給手段３
１とを備えているので、回収ホッパー３０内の遊技媒体を受入ホッパー１０１に円滑に供
給することができる。
【００５９】
　また、遊技島１ａ，１ｂ…から電力供給を受けて駆動するコンベアで前記補給手段３１
を構成したので、走行可能な回収ユニット３自体に独立した電源等を設けなくても、回収
した遊技媒体を強制的に遊技媒体供給ユニット１１の受入ホッパー１０１に供給すること
ができる。
【００６０】
　尚、本発明の遊技施設の遊技媒体補給システムは、上記実施形態に限定されるものでは
なく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００６１】
　上記実施形態において、遊技機Ｍ…にスロットマシンを採用したが、例えば、遊技機Ｍ
…としてパチンコ機を採用してもよい。この場合、遊技媒体が転動自在なパチンコ玉にな
るため、例えば、遊技媒体供給手段１０の供給コンベア１２０、及び遊技媒体回収手段１
２の回収コンベア１２５に替えて、レールを採用するようにしてもよい。この場合、レー
ルを傾斜させるように配置することで、駆動を設けることなく遊技媒体がレールに沿って
転動することになる。この場合の、遊技媒体供給手段１０の経路変更手段は、レール上を
転動するパチンコ玉の進行方向を各遊技機Ｍ…（バッファタンクＢＴ）に向けることので
きる構成にすることは言うまでもない。
【００６２】
　上記実施形態において、回収ユニット３の回収ホッパー３０の周壁３０２を角筒状に形
成し、これに伴って縮小壁部３０３についても四角錐状に形成したが、これに限定される
ものではなく、また、例えば、回収ホッパー３０の周壁３０２を円筒状に形成するととも
に、縮小壁部３０３を円錐筒状に形成してもよい。要するに、回収ホッパー３０は、計測
手段からの遊技媒体を回収して貯留でき且つ貯留した遊技媒体を排出できる構成であれば
、形態は種々変更可能である。また、回収ホッパー３０の上部開口を開閉する蓋体を設け
てもよい。
【００６３】
　上記実施形態において、遊技媒体供給ユニット１１に洗浄ユニット１０３を設け、これ
に伴って貯留タンク１００を洗浄後の遊技媒体を貯留する第一タンク部１００ａと、未洗
浄の遊技媒体を貯留する第二タンク部１００ｂとに区分けしたが、これに限定されるもの
ではなく、例えば、貯留タンク１００内部を区分けすることなく、受入ホッパー１０１に
供給された遊技媒体を貯留タンク１００に貯留し、該貯留タンク１００から切り出した遊
技媒体を各遊技機Ｍ…に補給できるようにしてもよい。但し、衛生上の観点から、上記実
施形態と同様にすることが好ましいことは言うまでもない。
【００６４】
　また、上記実施形態において、回収ユニット３の補給手段３１としてベルトコンベア３
１を採用したが、これに限定されるものではなく、例えば、スクリューコンベアを採用し
てもよい。また、補給手段３１は、電力供給を受けて駆動するものに限定されず、例えば
、手動で駆動させるようにしたものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明に一実施形態の前提となる遊技施設の部分概略正面図を示す。
【図２】同実施形態の前提となる遊技施設の部分概略平面図を示す。
【図３】同実施形態の遊技島に設置された遊技機としてのスロットマシンの概略正面図を
示す。



(13) JP 2008-167809 A 2008.7.24

10

20

30

【図４】同実施形態の遊技媒体供給ユニット、及び遊技媒体供給手段の説明図であって、
遊技施設の部分横断面図（遊技島の概略横断面図）を示す。
【図５】同実施形態の遊技媒体供給ユニット、及び遊技媒体回収手段の説明図であって、
遊技施設の部分横断面図（遊技島の概略横断面図）を示す。
【図６】同実施形態の遊技媒体供給手段及び遊技媒体回収手段の説明図であって、遊技施
設の部分縦断面図（遊技島の概略縦断面図）を示す。
【図７】同実施形態に係る遊技媒体供給ユニットの説明図であって、（ａ）は、遊技媒体
供給ユニットの概略構成図を示し、（ｂ）は、遊技媒体供給ユニットと、遊技媒体供給手
段及び遊技媒体回収手段との概略の配置関係図を示す。
【図８】同実施形態に係る計数器及び計数器台の正面図であって、（ａ）は、計数器が一
台配設された状態を示し、（ｂ）は、計数器が二台配設された状態を示す。
【図９】同実施形態に係る計数器台の前面（扉）を開放して回収ユニットを露呈させた状
態の正面図であって、（ａ）は、計数器が一台配設された状態を示し、（ｂ）は、計数器
が二台配設された状態を示す。
【図１０】図１及び図２と計数器の配置が異なる遊技島の一例を示す。
【図１１】遊技媒体供給ユニットを内装したカバーの正面図であって、計数器が隣接して
配置されない遊技島に採用されるものの正面図を示す。
【図１２】同実施形態に係る回収ユニットの説明図であって、（ａ）は、背面縦断面図を
示し、（ｂ）は、側面縦断面図を示す。
【符号の説明】
【００６６】
　１ａ，１ｂ…遊技島、２…計数器、３…回収ユニット、１０…遊技媒体供給手段、１１
…遊技媒体供給ユニット、１２…遊技媒体回収手段、３０…回収ホッパー、３１…ベルト
コンベア（補給手段）、１００…貯留タンク、１００ａ…第一タンク部、１００ｂ…第二
タンク部、１０１…受入ホッパー、１０２…第一搬送手段（遊技媒体搬送手段）、１０３
…洗浄ユニット、１０４…第二搬送手段、１０５…第一切出機構（切出機構）、１０６…
排出機構、１０７…第二切出機構（切出機構）、１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃ…傾斜板
、１０９…投入口、１１１…ケーシング、１１２…排出口、１１３…案内手段、１１７…
ホッパー、１２０…供給コンベア、１２１…経路切替手段、１２２…案内手段、１２３…
移動体、１２４…アクチュエータ、１２５…回収コンベア、１２６…ガイド体、２００…
計数器台、２０１…開口、２０２…ガイド筒、３００…回収口、３０１…排出口、３０２
…周壁、３０２ａ，３０２ｂ，３０２ｃ，３０２ｄ…壁板、３０３…縮小壁部、３０３ａ
，３０３ｂ，３０３ｃ，３０３ｄ…傾斜板、３０４…開口、３０５…キャスター、Ｂ…バ
イパス、Ｂ１…ベルト、Ｂ２…ベルト、ＢＴ…バッファタンク、Ｃ…カバー、Ｄ…小扉、
Ｄ，Ｄ’…扉、ＤＳ…小扉、Ｈ…ハンドル、Ｍ…スロットマシン（遊技機）、ＭＢ…スト
ップボタン、ＭＤ…遊技媒体払出口、Ｍｉ…遊技媒体投入口、ＭＬ…レバー、Ｗ…壁
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